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    注意事項 

 

① 監督の指示があるまで中を開けないこと。 

② 解答は，全て「解答用紙」に記入すること。 

③ 質問（印刷不明のところ）がある，鉛筆などを落とした，トイレに行きたくなった，気持ちが悪くなっ 

た，などの場合は静かに手をあげること。 

④ 携帯電話は，音が出ないよう電源を切るかバッテリーをはずし，カバンにしまっておくこと。 

 

 

 

 

 

 

名古屋経済大学市邨中学校 

 



- 言語適性 1 - 

一 

次
の

ー
線
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
し
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
送
り
が
な
が
必
要
な
場
合
は
送
り
が
な
も
答
え
る
こ
と
。 

 
① 

 

簡
潔 

 
 

② 

著
名 

 

③ 

墓
地 

 
 

 
④ 
イ
ギ
を
申
し
立
て
る
。 

  

⑤ 

オ
サ
ナ
イ
日
の
思
い
出
。 

 
 

⑥ 

雨
の
し
ず
く
が
タ
レ
ル
。 

⑦ 

病
院
に
ツ
ト
メ
ル
。 

 
 

⑧ 

答
え
の
ケ
ン
ト
ウ
を
つ
け
る
。 

⑨ 

税
金
を
オ
サ
メ
ル
。 
 
 
 
 
 
 

 
 

⑩ 

時
間
を
ハ
カ
ル
。 

 
 
 
 
  

⑪ 

テ
ス
ト
の
サ
イ
テ
ン
を
す
る
。 

⑫ 

コ
ウ
テ
ツ
の
よ
う
な
心
。 

 

⑬ 

作
品
を
ヒ
ヒ
ョ
ウ
す
る
。 

⑭ 

ア
タ
タ
カ
イ
冬
の
一
日
。 

 
 

⑮ 

ジ
コ
紹
介
を
す
る
。 

 

二 

次
の
熟
語
の
対
義
語
を[

 
 

 
]

に
漢
字
一
字
を
当
て
は
め
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

① 

有
利 

― 
[
 
 

 
]

利 

② 

重
視 

― 
[
 
 

 
]

視 

③ 

絶
対 

― 
[
 
 

 
]

対 

④ 

肯こ
う

定 

― 
[
 
 

 
]

定 

 

三 

次
の
熟
語
の
類
義
語
を[

 
 

 
]

に
漢
字
一
字
を
当
て
は
め
て
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

① 

永
久 

― 

永[
 
 

 
]
 
 
 
 

 

② 

特
別 

― 
[
 
 

 
]

別 

③ 

明
言 

― 
[
 
 

 
]

言 
 

④ 

自
然 

― 
 [

 
 

 
]

然 
 
 
 
 

 

 

四 

次
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
一
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

犬
も
歩
け
ば 

 

に
あ
た
る 

② 
 
 

の
顔
も
三
度
ま
で 

③ 
 
 

の
上
に
も
三
年 



- 言語適性 2 - 

④ 
 
 

一
点 

⑤ 

光
陰

こ
う
い
ん 

 

の
ご
と
し 

 

五 

次
の
熟
語
と
同
じ
成
り
立
ち
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
下
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

読
書 

 
 

ア 

車
窓 

 
 

イ 

作
詞 

 
 

ウ 

永
久 

 
 

エ 

増
減 

② 

未
完 

 
 

ア 
精
密 

 
 

イ 

冷
水 

 
 

ウ 

無
力 

 
 

エ 

古
都 

③ 

高
学
年 

 

ア 

松
竹
梅 

 

イ 

衣
食
住 

 

ウ 

大
都
市 

 

エ 

展
覧
会 

  

六 

次
の
各
組
の
熟
語
の
中
で
、
成
り
立
ち
が
違
う
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

① 

ア 

利
害 

 
 

イ 

道
路 

 
 

ウ 
取
捨 

 
 

エ 

天
地 

② 

ア 

県
立 

 
 

イ 

負
傷 

 
 

ウ 

着
席 

 
 

エ 

乗
馬 

③ 

ア 

血
管 

 
 

イ 

親
友 

 
 

ウ 

急
病 
 
 

エ 

非
番 

④ 

ア 

宇
宙
人 

 

イ 

図
書
館 

 

ウ 

非
常
識 

 
エ 
展
示
会 

  

七 

次
の
各
文
の
（ 

）
に
示
し
た
文
の
成
分
を
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。
（
⑥
と
⑦
は
二
つ
ず
つ
ぬ
き
出
す
こ
と
。
） 

 
 

 

① 

私
は 

母
と 

買
い
物
に 

行
っ
た
。 

（
主
語
） 

② 

自
転
車
も 

こ
の 

道
を 

通
れ
る
。 

（
主
語
） 

③ 

母
は 

毎
朝 

庭
を 

掃
除
す
る
。 

 

（
述
語
） 

④ 

列
車
が 

ト
ン
ネ
ル
に 

入
っ
た
。 

 

（
述
語
） 

⑤ 

新
し
い 

プ
ー
ル
が 

完
成
す
る
。 

 

（
修
飾
語
） 

⑥ 

桜
が 

き
れ
い
な 

花
を 

咲
か
せ
た
。
（
修
飾
語
） 

⑦ 

祖
父
は 

毎
朝 

散
歩
に 

出
か
け
る
。
（
修
飾
語
） 

  



- 言語適性 3 - 

八 

次
の
文
章
の
適
切
な
と
こ
ろ
に
、
句
読
点
（
「
。
」
と
「
、
」
）
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 
① 

試
合
に
は 

負
け
た
が 

す
が
す
が
し
い 

気
分
で 

相
手
と 

握
手
を
し
た 

② 
ぼ
く
の 

部
屋
は 

姉
の 

部
屋
よ
り 

せ
ま
い 

部
屋
を 

広
く 

使
う
た
め
に 

ベ
ッ
ト
は 

置
か
な
い 

こ
と
に
し
た 

 

③ 

子
犬
が 

こ
ろ
こ
ろ 

転
が
る 

ボ
ー
ル
を 

追
い
か
け
て 

い
る 

そ
れ
を 

見
た 

弟
は 

子
犬
よ
り
も 

先
に 

ボ
ー
ル
を 

と
っ
て 

し
ま
っ
た 

  

九 

次
の
各
文
が
（ 
）
の
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
読
点
（
「
、
」
）
を
一
つ
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 

① 

ぼ
く
は
全
速
力
で
逃
げ
る
弟
を
追
い
か
け
た
。（
全
速
力
な
の
は
「
ぼ
く
」） 

② 

私
は
な
み
だ
を
こ
ら
え
て
う
つ
む
く
友
達
の
か
た
を
だ
い
た
。（
な
み
だ
を
こ
ら
え
て
い
る
の
は
「
私
」） 

  

十 

次
の
各
文
を
指
示
語
を
使
っ
て
二
文
に
書
き
か
え
な
さ
い
。 

 

① 

姉
は
、
昨
日
買
っ
た
ば
か
り
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
出
か
け
た
。 

② 

家
族
み
ん
な
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
時
、
げ
ん
か
ん
の
方
で
物
音
が
し
た
。 

③ 

今
日
、
百
点
の
テ
ス
ト
を
返
さ
れ
た
の
で
、
父
が
帰
っ
て
き
た
ら
見
せ
よ
う
。 

              



- 言語適性 4 - 

十
一 

次
の
資
料
は
「
小
学
校
六
年
生
が
放
課
後
に
何
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
か
。」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
す
。
資
料
を
見
て
、
あ
と
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
資
料 

文
部
科
学
省 

二
〇
一
七
年
度 

全
国
学
力
・
学
習
調
査 

  
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 

問
一 

資
料
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
か
、
次
の
①
～
④
に
つ
い
て
答
え
な
さ
い
。 

① 

最
も
多
い
の
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
。 

② 

学
習
塾
な
ど
学
校
や
家
以
外
の
場
所
で
学
習
し
て
い
る
人
は
約
何
割
い
ま
す
か
。 

③ 

放
課
後
に
友
達
と
遊
ん
で
い
る
と
答
え
た
人
は
約
何
割
い
ま
す
か
。 

④ 

最
も
少
な
い
の
は
何
で
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
。 

 

問
二 

資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
を
六
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。 

 

 

地域の活動に参加し

ている。 

 

 

 

3.3% 

 

家で勉強や読書をし

ている。 

 

61.1% 

 

スポーツをのぞく習

い事をしている。 

 

 

 

42.6% 

 

家でテレビやビデ

オ・DVD を見たり・

ゲーム、インターネ

ットをしたりしてい

る。 

 

 

72.4% 

 

家族と過ごしている。 

 

 

 

61.7% 

 

放課後子ども教室や

放課後児童クラブに

参加している。 

 

 

6.2% 

 

学習塾など学校や家

以外の場所で学習し

ている。 

 

 

29.9% 

 

スポーツをしてい

る。 

 

45.1% 

 

友達と遊んでいる。 

 

 

 

71.2% 

  



- 言語適性 5 - 

十
二 

次
の
文
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
小
学
六
年
生
の
よ
し
き
く
ん
は
大
空
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
大
空
市
は
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す
た
め
、
ゴ
ミ
の
分
別
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
よ
し
き
く
ん
も
、
自
分
の
家
で
は

ゴ
ミ
を
分
別
し
、
収
集
へ
出
す
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
い
そ
が
し
か
っ
た
二
学
期
が
終
わ
り
、
冬
休
み
に
入
っ
た
十
二
月
二
十
五
日
の
こ
と
、
よ
し
き
く
ん
は
い
つ
ど
の
種

類
の
ゴ
ミ
を
出
す
か
、

（
ア
）

計
画
を
立
て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
年
末
年
始
は
、
大
そ
う
じ
や
親
せ
き
の
集
ま
り
な
ど
で
毎
年
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
出
る
か
ら
で
す
。
大
空
市
の
ゴ

ミ
の
分
別
と
収
集
日
は
資
料
１
の
通
り
で
す
。
よ
し
き
く
ん
は
、
家
に
届
い
た
大
空
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
取
り
出
し
ま
し
た
（
資
料
２
）
。
よ
し
き
く
ん
が
通
う
学
校
で
は
、

二
〇
一
九
年
か
ら
四
年
生
以
上
を
対
象
に
、

（
イ
）

ゴ
ミ
分
別
の
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
し
き
く
ん
は
、
収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
そ
の
あ
と
ど
う
な
る
の
か
を
調
べ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
に
は
注
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ゴ
ミ
の
量
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
分
別
に
は
特
に
注
意
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
ウ
）

ゴ
ミ
が
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
困
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
な
、
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

 

資
料
１ 

大
空
市
の
ゴ
ミ
の
分
別
と
よ
し
き
く
ん
が
住
む
地
区
の
ゴ
ミ
収
集
日 

 
 

ア 

可
燃
ゴ
ミ
：
生
ゴ
ミ
、
紙
く
ず
、
せ
ん
い
、
革
、
ゴ
ム
類
、
草
や
小
枝
な
ど 

→

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

 
 

イ 

不
燃
ゴ
ミ
：
食
器
類
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
製
品
な
ど 

→

毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日 

 
 

ウ 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ト
レ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ふ
く
ろ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ふ
た
、
カ
ッ
プ
め
ん
な
ど
の
容
器 

→

毎
週
水
曜
日 

 
 

エ 

そ
大
ゴ
ミ
：
布
団
や
自
転
車
な
ど
の
大
き
な
も
の 
→

電
話
で
連
ら
く 

 
 

オ 

あ
き
び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等 

→

毎
週
月
曜
日 

  

資
料
２ 

よ
し
き
く
ん
の
家
に
届
い
た
年
末
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て
の
大
空
市
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

①
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日 

 
 
 

年
末
は
十
二
月
三
十
日
（
水
）
ま
で
、
年
始
は
一
月
四
日
（
月
）
か
ら
収
集
を
行
い
ま
す
。 

  
 

②
不
燃
ゴ
ミ
・
そ
大
ゴ
ミ
の
収
集
日 

 
 
 

年
末
は
十
二
月
二
十
九
日
（
火
）
ま
で
、
年
始
は
一
月
四
日
（
月
）
か
ら
収
集
を
行
い
ま
す
。 

そ
大
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
、
収
集
の
三
日
前
（
た
だ
し
土
日
と
事
務
室
の
休
業
日
は
の
ぞ
く
）
ま
で
に
市
の
事
務
室
ま
で
ご
連
ら
く
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
務
室
は
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
、
業
務
を
行
い
ま
せ
ん
。
一
月
五
日
（
火
）
に
お
電
話
い
た
だ
い
た
場
合
、
一
月
八
日
（
金
）
の
収
集
と
な
り
ま
す
。 

  
 

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
収
集
日 

 
 
 

年
末
は
十
二
月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
、
年
始
は
一
月
四
日
（
月
）
か
ら
収
集
を
行
い
ま
す
。 

  
 

④
あ
き
び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
収
集
日 

 
 
 

年
末
は
十
二
月
二
十
九
日
（
火
）
ま
で
、
年
始
は
一
月
五
日
（
火
）
か
ら
収
集
を
行
い
ま
す
。



- 言語適性 6 - 

問
一 

よ
し
き
く
ん
が
年
明
け
に
、
生
ゴ
ミ
を
出
せ
る
最
初
の
日
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

十
二
月
二
十
五
日
に
事
務
室
へ
連
ら
く
し
た
場
合
、
そ
大
ゴ
ミ
を
も
っ
と
も
早
く
収
集
し
て
も
ら
え
る
の
は
何
月
何
日
か
、
答
え
な
さ
い
。 

問
三 

（
ア
）

計
画
を
立
て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

に
つ
い
て
、
そ
大
ゴ
ミ
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
種
類
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
、
年
内
最
後
の
収
集
日
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。 

問
四 

（
イ
）

ゴ
ミ
分
別
の
意
識
調
査 

に
つ
い
て
、
左
の
グ
ラ
フ
は
そ
の
結
果
で
す
（
資
料
３
）
。
こ
れ
を
見
て
、
よ
し
き
く
ん
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。
彼
が
こ
う
考
え
た

理
由
を
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
り
、
答
え
な
さ
い
。 

 

「
昨
年
に
比
べ
、
全
て
の
学
年
で
関
心
が
あ
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
よ
く
見
る
と
、
関
心
が
あ
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
下
が
っ

て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
そ
う
だ
」 

 

 

資
料
３ 

よ
し
き
く
ん
の
学
校
に
通
う
４
年
生
以
上
の
児
童
へ
の
意
識
調
査
「
あ
な
た
は
ゴ
ミ
の
分
別
に
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。
」 

  
 
 
 

          
 



- 言語適性 7 - 

 

問
五 

（
ウ
）

ゴ
ミ
が
分
別
が
さ
れ
て
い
な
い
と
困
る
人
が
い
る 

に
つ
い
て
、
ど
ん
な
人
が
な
ぜ
こ
ま
る
の
で
し
ょ
う
か
。
次
に
示
さ
れ
た
、
よ
し
き
く
ん
の
調
査
（
資
料
４
）
を

も
と
に
、
具
体
的
に
考
え
て
書
き
な
さ
い
。 

  
 

資
料
４ 

よ
し
き
く
ん
の
調
査
「
大
空
市
の
ゴ
ミ
は
収
集
さ
れ
た
あ
と
ど
う
な
る
か
」 

  
 
 

 



- 言語適性 8 - 

白
紙
の
ペ
ー
ジ

 



- 言語適性 9 - 

十
三 

次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 
ダ
ー
ツ
と
い
う
遊
び
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ダ
ー
ツ
と
は
、
二
人
の
競
技
者
が
二
メ
ー
ト
ル
三
十
七
セ
ン

チ
は
な
れ
た
場
所
か
ら
、
円
形
の
ボ
ー
ド
へ
向
け
て
矢
（
こ
の
矢
の
こ
と
を
「
ダ
ー
ツ
」
と
い
い
ま
す
）
を

交
ご
に
投
げ
て
得
点
を
競
う
遊
び
で
す
。
そ
の
起
源
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
い
ま
す
か

ら
、
ず
い
ぶ
ん
歴
史
の
あ
る
遊
び
と
い
え
そ
う
で
す
。
現
在
は
競
技
と
し
て
ル
ー
ル
が
整
え
ら
れ
、
日
本
に

も
ダ
ー
ツ
愛
好
家
は
多
く
い
ま
す
。
的
に
な
る
ボ
ー
ド
は
直
径
が
約
三
〇
〜
四
〇
セ
ン
チ
の
円
形
で
、
そ
の

中
心
か
ら
い
く
つ
も
の
同
心
円
が
え
が
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
ダ
ー
ツ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
と
得
点

に
な
る
の
で
す
。 

 

く
わ
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
も
小
さ
な
円
は
、
ボ
ー
ド
の
中
心
に
あ
る
「
ブ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
エ

リ
ア
で
、
小
さ
な
二
重
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
側
を
「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ル
」
、
外
側
を
「
ア
ウ
タ
ー
ブ
ル
」

と
言
い
、
イ
ン
ナ
ー
ブ
ル
は
五
〇
点
、
ア
ウ
タ
ー
ブ
ル
は
そ
の
半
分
の
得
点
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
ブ
ル
か
ら

は
「
ス
パ
イ
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
直
線
が
放
射
状
に
の
び
、
面
積
が
最
も
大
き
い
円
を
二
十
の
同
じ
形
に
分

割
し
て
い
ま
す
。
そ
の
外
周
に
は
一
〜
二
〇
ま
で
の
数
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
に
ヒ
ッ

ト
し
た
と
き
の
得
点
を
示
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
き
な
円
に
は
帯
状
の
円
が
大
小
二
つ
重
ね
ら

れ
て
お
り
、
外
側
を
「
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
、
内
側
を
「
ト
リ
プ
ル
リ
ン
グ
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
ダ
ー
ツ
が
さ

さ
っ
た
場
合
、
そ
の
エ
リ
ア
の
得
点
を
「
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
は
二
倍
、
「
ト
リ
プ
ル
リ
ン
グ
」
は
三
倍
に
し

て
か
く
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
ス
パ
イ
ダ
ー
」
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
エ
リ
ア
は
、

（ 

あ 

）
種
類
の
得
点
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
よ
り
外
側
に
ダ
ー
ツ
が
さ
さ
っ

て
も
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

実
際
の
ダ
ー
ツ
の
競
技
の
一
つ
に
、
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
の
ル
ー
ル
は
次

の
通
り
で
す
。 

  

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
の
ル
ー
ル 

 

①
得
点
で
き
る
の
は
ブ
ル
と
十
五
〜
二
〇
点
の
エ
リ
ア
（
「
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
と
「
ト
リ
プ
ル
リ
ン
グ
」
を
ふ
く
む
）
の
う
ち
、
「
オ
ー
プ
ン
」
に
な
っ
た
場
所
の
み
。
そ
れ
以

外
の
場
所
に
ヒ
ッ
ト
し
て
も
得
点
に
な
ら
な
い
。 

②
有
効
な
同
一
エ
リ
ア
に
ダ
ー
ツ
を
三
回
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
と
、
そ
の
エ
リ
ア
は
自
分
の
じ
ん
地
と
な
る
。
こ
の
状
態
を
「
オ
ー
プ
ン
」
と
い
う
。
な
お
「
ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
」
の
ヒ

ッ
ト
は
二
回
分
、
「
ト
リ
プ
ル
リ
ン
グ
」
は
三
回
分
の
ヒ
ッ
ト
に
相
当
す
る
。
次
に
自
分
の
じ
ん
地
（
オ
ー
プ
ン
な
エ
リ
ア
）
に
ダ
ー
ツ
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
と
得
点
が
入
る
。 

③
自
分
が
「
オ
ー
プ
ン
」
に
し
た
エ
リ
ア
に
、
相
手
が
三
回
ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
と
、
そ
の
エ
リ
ア
は
得
点
の
入
ら
な
い
無
効
エ
リ
ア
に
な
る
。
こ
れ
を
「
ク
ロ
ー
ズ
」
と
い
う
。 

④
全
て
の
エ
リ
ア
が
「
ク
ロ
ー
ズ
」
に
な
る
か
、
両
者
で
決
め
た
回
数
を
投
げ
終
わ
っ
た
と
き
、
得
点
の
多
い
方
が
勝
ち
。 

問
一 

文
章
中
の
（ 

あ 

）
に
適
す
る
数
字
を
答
え
な
さ
い
。 
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問
二 

一
投
で
最
も
高
得
点
と
な
る
の
は
何
点
か
、
答
え
な
さ
い
。 

問
三 

二
人
が
「
ク
リ
ケ
ッ
ト
」
で
競
っ
て
い
ま
す
。
五
投
目
ま
で
終
わ
っ
て
左
の
図
の
よ
う
な
状
況
の
と
き
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
○
は
先
手
を
、
□
は
後
手

を
表
し
、
○
や
□
で
か
こ
ま
れ
た
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
投
げ
た
ダ
ー
ツ
の
順
番
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 
 

①
十
八
点
の
エ
リ
ア
は
□
（
後
手
）
の
二
投
目
で
「
オ
ー
プ
ン
」
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
二
〇
点
の
エ
リ
ア
が
「
オ
ー
プ
ン
」
に
な
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
の
何
投
目
か
答

え
な
さ
い
。 

 
 

②
こ
の
と
き
、
○
（
先
手
）
と
□
（
後
手
）
の
得
点
は
そ
れ
ぞ
れ
何
点
か
答
え
な
さ
い
。 

 
 

③
あ
な
た
が
先
手
の
立
場
の
場
合
、
六
投
目
は
ど
こ
を
ね
ら
い
ま
す
か
。
ゲ
ー
ム
の
進
展
を
ふ
ま
え
、
理
由
も
い
っ
し
ょ
に
の
べ
な
さ
い
。
な
お
、
こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
ダ 

ー
ツ
を
投
げ
る
こ
と
の
で
き
る
回
数
は
十
回
だ
と
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 


